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世界の企業に吹き荒れ始めた⼤暴⾵⾬ 「⽇本でいちばん⼤切にしたい会社」は⽣き残る 
 
新型コロナウイルス（COVID-19）の厄災は世界全体を包み込み、その勢いは衰えるところ
を知らない。世界を含め、多くの企業がその操業を停⽌し、また物流や商業でもその影響が
⼤きくなり始めている。 
 
世界の企業の多くがその資産価値を減ずることは必⾄で、さらには多くの企業が倒産に⾄
ることも想定される。そうなると、失業率も著しく⾼くなり、⼤きな社会変動の原因となる。 
 
すでに、格付け会社による企業格付けの引き下げが⾏われ始めている。３⽉期決算の結果を
受けて、４~６⽉には⾮常に多くの企業において、格付けが引き下げられることは必⾄であ
る。 
 
 
MDY、⽇本電産の格付け⾒通しを「ネガティブ」に変更  JIJI.com 3/27(⾦)  
 https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20200327-00000066-jijc-biz 
 ムーディーズ・ジャパン（MDY）は 27 ⽇、⽇本電産 <6594> の発⾏体格付け「A3」を
確認し、格付け⾒通しを「安定的」から「ネガティブ」へ変更したと発表した。  
【関連記事】 
ＭＤＹ、⽇本電産の格付け⾒通しを「ネガティブ」に変更 「Ａ３」格付けを確認 
ＭＤＹ、東京ガスの格付け⾒通しを「安定的」から「ネガティブ」に変更 
ＭＤＹ、ＪＦＥの格付け⾒通しを「ネガティブ」に変更 「Ｂａａ２」格付けを確認 
ＭＤＹ、住友電⼯の⾒通しを「安定的」から「ネガティブ」に変更 格付けは「Ａ１」 
ＭＤＹ、住友化の格付け⾒通しを「安定的」から「ネガティブ」に変更 
 
 
私は、もう 10 年も前に、書籍「⽇本でいちばん⼤切にしたい会社 坂本光司（2008 年）」
を読んだ。それぞれに特徴を持った会社である。この書は１巻から７巻まで発⾏されている
が、１巻の内容は次の通りである。 
 
紀伊国屋書店の Web サイトより 
⽬次 
第１部 会社は誰のために？（「わかっていない」経営者が増えている！；会社経営とは「五



⼈に対する使命と責任」を果たすための活動；業績ではなく継続する会社をめざして；業績
や成⻑は継続するための⼿段にすぎない；社員は利益だけを求めているわけではない；「多
くの⼈を満⾜させる」こと。それが会社の使命；経営がうまくいかない理由は内側にある；
中⼩企業にしかできないことがある；⽇本で⼤切にしたい会社を増やそう；続けていくこと
の⼤切さ） 
第２部 ⽇本でいちばん⼤切にしたい会社たち（障害者の⽅々がほめられ、役⽴ち、必要と
される場をつくりたい―⽇本理化学⼯業株式会社；「社員の幸せのための経営」「戦わない経
営」を貫き、四⼋年間増収増益―伊那⾷品⼯業株式会社；「⼈を⽀える」会社には、⽇本中
から社員が集まり、世界中からお客様が訪ねてくる―中村ブレイス株式会社；地域に⽣き、
⼈と⼈、⼼と⼼を結ぶ経営を貫いていく―株式会社柳⽉；「あなたのお客でほんとうによか
った」と⾔われる、光り輝く果物店―杉⼭フルーツ） 
 
今回の荒波を乗り越
えて、存続を続け（ゴ
ーイング・コンサー
ン）ていただきたい
会社群である。 
 
本書の「はじめに」
にもあるように、「景
気や政策が悪い」と
の「⾔い訳」をしな
いことが、「⼤切にさ
れる会社」の条件の
⼀つです。今まさに、
⼤暴⾵が吹き荒れ、
その勢いをさらに増そ 
うとしています。 
 
本書に登場する中村ブレイス株式会社（http://www.nakamura-brace.co.jp/）は、本書中で
は「医療機器は⼈の⽣命にかかわりますから、責任も重く、しかも発注者⼀⼈ひとりの症状、
使い⽅が違うため受注⽣産になりがちでやりにくいのです。百に⼀つの不良品があっても
いけません」と記されています。⽇本に、そして世界に、なくてはならない必要とされてい
る会社です。 
 
「⾔い訳をしない」これらの会社はきっと⽣き残っていけるものと信じています。 


